
高度管理型魚類養殖技術の研究開発
－ テーマ１－２ 生産流通情報管理システムの研究開発 －

研究代表者 はこだて未来大 教授 長野 章

今年度は、既存のトレーサビリティシステムに基づく「えひめ生産流通情報管理システ
ム」の基礎システム構築、及び基礎システムを用いた仮想流通実証試験を行うことによ
り、最終的なシステム構築に向けての課題の洗い出し、及び消費者によるフィードバッ
ク項目の抽出に関する研究・開発を行いました。

今年度の研究概要

次の研究目標を達成するために、フィードバック機能付きトレーサビリティシステムを構築
し、養殖マハタの生産・流通実証試験を行いました。
①システムの有効性把握と改良点抽出
②消費者からの要求事項及び品質評価の把握
③愛媛産養殖魚のブランド化支援のためシステムへの追加事項
④生産者自らのデータ入力システムの用意性検討

生産流通情報管理システム＜仮想流通 実証試験＞の概要

生産者 消費者（レストラン）

育成施設マスタ

施設
ID

名称 給餌内容 投薬 投薬時期

01 第1イケス ○○社○○ ○○○ 2009/1/2

02 第2イケス ○○社△△ △△ 2009/10/1
03 … …

① ＰＣから育成施設マスタへ入力

入力項目

・施設ID（自動入力）
・魚種名（マハタ）
・養殖開始日
・種苗の種類
・種苗購入もと
・餌の種類、メーカー
・薬の種類、メーカー
・最後の薬使用日

Security

① 携帯電話、もしくはパソコンによる生産履歴情報の閲覧

日々の給餌日誌など
から必要な情報を、
パソコンを使って入力
します

陸揚げ→ 〆 ② QRコードの印刷
登録内容を確認
するためのアドレ
ス情報が含まれ
たQRコードを印

システム管理
会員登録

会員登録

データ登録

会員情報・登
録データの管
理、専用Web
サイト保守

お魚についているQRコードを携帯電話のカメラで読み込
むか、専用のIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞでPCからアクセスすることで、
購入したお魚の生産情報や出荷履歴を閲覧することが
できます。

仕入れ
出荷番号 ０００１

出荷コード aa1212bb3322cd6654dd4879
fg2356

出荷日時 2010年1月1日

魚種名 マハタ

生産者名 ○○水産

生産者住所 愛媛県宇和島市下波3048番
地

生産者ＴＥＬ/ 0895-29-0121/0895-29-

生産情報・出荷履歴の確認

② お店で顧客へ
提供

閲覧用データ

閲覧用データ

海域情報たQRコ ドを印
刷します

③ 出荷時の作業

魚体にタグを取り付けます

携帯電話のカメラでQRコードを読
み取り、出荷データを追加します

出荷

生産者ＴＥＬ/
ＦＡＸ

0895 29 0121/0895 29
0041

施設ＩＤ ００３

養殖開始日 2008年4月1日

種苗の種類 人工

種苗購入元 愛媛県○○栽培試験所

給餌情報 △△ペレット、○○配合餌料

（メーカー
名）

（株）△△、○○餌料製造組
合

投薬情報 薬品は与えていません

（メーカー
名）

－

最終投薬日 －

備考 特になし

③システムの使い勝手

データ登録

レシピ

海域情報

料理の評判

本年度の開発システムをベースに、仮想流通実証試験から得られたシステム運用

次年度の研究方向

魚体にタグを取り付けます

（魚箱で出荷する場合、箱
にシールを添付）

携帯電話からの入力項目

・出荷日（自動入力）
・施設ID（登録してある施設ID
から選択します

・出荷先（登録してある出荷先
から選択します）

出荷
料理の評判などを調査

・トレーサビリティに関する考え方
・システムの使い勝手、今後の要望
・食材に関する顧客の評判など

フィードバック

本研究は、文部科学省の地域科学技術振興事業委託事業による委託業務「持続可能な”えひめ発”日本型養殖モデルの創出」として実施しました。

上の問題点、要求事項に基づく改良検討、機能追加を行います。
次年度についても、改良システムによる仮想流通実証試験を行い、H23年度までに

消費者によるフィードバックに基づく、生産計画・販売計画への反映を可能とするシス
テムの構築を図ります。


